
農
業
機
械
の
作
業
を
代
わ
り
に
し
て
ほ
し
い
…
そ
ん
な
声
を
聞
く

回
数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
も
各
地
区
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、平
成
29
年
10
月
か
ら
さ
ら
に

強
化
・
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農業機械受委託利用事業を強化・拡充
～平成29年10月から実施～

今
後
、農
業
者
の
高
齢
化
に
と
も
な
い
、農
業

機
械
作
業
の
受
託
は
需
要
が
高
く
な
る
も
の
と

想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、今
ま
で
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
に
加

え
、平
成
29
年
10
月
か
ら
農
業
機
械
作
業
受
託
を

組
織
経
済
部
営
農
課
で
も
開
始
し
ま
し
た
。営
農

課
に
専
任
担
当
者
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ

共
済
連
が
実
施
し
て
い
る
地
域
・
農
業
活
性
化
事

業
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
に
関
す
る
助
成
費
を

活
用
し
、
新
し
く
農
業
機
械
を
導
入
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、よ
り
多
く
の
農
業
機
械
の
作
業
を
受
託

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
も
っ
と
効
率
よ
く
作
業
し
た
い
」「
水
は
け
改

善
の
た
め
に
耕
盤
を
壊
し
た
い
け
ど
、自
前
で
は

で
き
な
い
」「
保
管
場
所
に
も
困
る
し
、年
に
数
回

の
作
業
の
た
め
に
機
械
は
買
え
な
い
」「
長
年
使
っ

て
い
た
農
業
機
械
が
壊
れ
て
し
ま
い
、新
し
い
機

械
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
心
配
」そ
ん
な
困

り
ご
と
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
各
地
区
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
や
営
農
課
の
専
任
担
当
者
な
ど
に
連
絡
し
、

農
業
機
械
作
業
を
引
き
受
け
ま
す
。

「
ほ
か
の
作
業
が
手
一
杯
だ
か
ら
、次
に
作
付
け

す
る
畑
を
耕こ

う
う
ん耘

し
て
ほ
し
い
」「
深
耕
耕
耘
を
し
て

ほ
し
い
」な
ど
、今
ま
で
、数
々
の
農
業
機
械
作
業

を
各
地
区
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
協
力
の
も
と
、

Ｊ
Ａ
で
は
受
託
し
て
き
ま
し
た
。

専
任
担
当
者
を
新
規
配
置

▼

▼ ▼

組合員

藤沢地区運営委員会事務局・営農経済センター

各地区
オペレーターなど

営農課
専任担当者

申込

委託
新規
配置

１０月からの農業機械受委託利用事業のイメージ

農機作業のお手伝い。



農業機械作業の委託利用は、下記管轄の藤沢地区運営委員会事務局、営農経済センターへ

●料金は消費税込みの金額です。
●組合員外の利用は、上記料金表より算出した利用料金の1.5倍となります。
●作業に適さない圃場については、お断りする場合があります。
●複数の圃場や複数掛けする場合は、別途定める算出方法で算出します。
●そのほか、くわしくは下記の事務局・センターにお問い合わせくさだい。

ほ

農業機械受委託利用料金表（抜粋） 受託する作業

8,000
17,000
8,000
10,000
15,000
15,000
20,000

800
1,700
800
1,000
1,500
1,500
2,000

12,000 1,200

7,000 700
30,000 3,000

使用機械

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

作業内容
料金（円）

【基本料金】
10a以下

普　通

深　耕

耕 盤 破 砕

特 殊 作 業全　般

トレンチャー

マルチャー

ハンマー
ナイフ

深 溝 掘

50cm以下

50cm以下

50cm超
100cm以下

50cm超
100cm以下
小畝

40～65cm
平畝

70～130cm

耕
　耘

草
　丈

草
刈
り

草
　丈

草
刈
り

畝
ス
ソ
幅

マ
ル
チ
敷
き

専
任
担
当
者
の
み

歩
行
型

10a超1aあたり

（100m以下） （100m超10mあたり）

普通耕耘●地力アップに！
10cm～20cm程度の深さで耕耘します。最も一般
的な耕耘作業です。

深耕耕耘●根菜類などの作物に
普通耕耘より深い30cm～50cm程度の深さで耕耘

します。根菜類などや根を深く張る作物に有効です。

耕盤破砕●土の下の硬い層を砕く
トラクターなどの重みなどでできた「耕盤」と呼ばれ
る比較的硬い層に亀裂を入れます。水はけの改善など
に有効です。

草刈り●ハンマーナイフやフレールモア
刈り払い機では雑草などを細かくすることは大変で

すが、この草刈り機は草を細かく砕くので、ロータリー
への絡まりを減らすことができます。

マルチ敷き（畝立て）●雑草防除や病原菌抑制にも
マルチは、地温を上げる効果や雑草を抑制する効果
があります。また泥の跳ね返りを防止して病原菌の発
生を抑制する効果もあります。さらに、畝を立てること
で、根が張れる範囲を広げ、排水をよくします。畝立て
だけでも受託します。

深溝掘●ゴボウの収穫や、溝掘りに
幅30cm前後、深さ60cm前後の溝を掘ることがで

きます。ゴボウ、長芋などの掘り取りのほか、深層施肥
用・排水用の溝掘りも可能です。

藤沢地区……藤沢地区運営委員会事務局	0466-45-4118
茅ヶ崎地区…茅ヶ崎営農経済センター	 0467-51-2311
寒川地区……寒川営農経済センター	 0467-75-6005
綾瀬地区……綾瀬営農経済センター	 0467-79-0003

大和地区……大和営農経済センター	 046-263-5501
鎌倉地区……鎌倉営農経済センター	 0467-44-3041
座間地区……座間営農経済センター	 046-251-0011
海老名地区……海老名営農経済センター	 046-238-4126

新しく導入した機械：トラクター（左）、マルチャー、ハンマーナイフ(右)


